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• フィラメント内にある大質量の原始星コア（距離
~5.2 kpc）について，ダスト放射の偏光をALMAを
使って特定し，磁場の方向（と強さ）を見積もった． 

• 進化の進んでいないコアの方が，進化の進んだコアよ
りも，磁場が強かった． 

• 平均的な磁場の強さは11mGで，乱流のエネルギーよ
りも大きい．他の観測から見積もられる磁場の強さ
や方向と一致していた．

Accepted by A&A 

http://arxiv.org/pdf/1905.00415 
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議論

(1) MM8の方がMM4よりも進化の段階で若い状態にあり，MM8の
方がMM4よりも磁場が強い．

(2) 他の観測から予想される，磁場の方向や強さとほぼ一致している．

白線：今回のダスト放射の観測

赤線：今回の観測で受かった分子輝線の
偏光から求めたもの．

橙線：OHメーザーの観測から

矢印はアウトフローの方向

OHメーザーのZeeman effect 
→ ～5mG



• Starless な　Taurus Molecular Cloud 1(TMC-
1)を，野辺山45mを使ってCCSで観測した． 

• TMC-1は，フィラメント構造をしていて，フィラ
メントの直径は ~0.1pcで，長さが ~0.5pc． 

• TMC-1を速度構造に分解することで，フィラメン
トの中に，さらに21個の構造を発見した．それら
の質量は，重力収縮の臨界質量程度であった．

Accepted by The Astrophysical Journal 

http://arxiv.org/pdf/1905.12773 
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臨界線密度　～17M太陽/pc



• TTS（GM Aur：transitional disk あり ）の同時
観測．X線，紫外線，可視光，赤外線，cm電波の
観測． 

• 質量降着率の増大したとき，中間赤外と3cmの電波
の増大が見られた．中間赤外は円盤内側の質量増大
に起因． 

• 3cm電波の増大の時に，X線は一定だったので，
3cm電波はジェット起源だろう．

Accepted by ApJL 

https://arxiv.org/pdf/1905.12789 
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赤外 電波

質量降着率は可視光の観測から？

6，7，8のエポックで，質量降着率が増大したとき，
中間赤外と3cmの電波の増大が見られた． 
（ただし，X線は一定．）
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